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研究結果の概要 

１．緒 言 

登山者の遭難防止や遭難救助を迅速に行うためには，登山者の現在位置を迅速に知ることが不可欠

である。携帯電話など既存の通信網が使えない山岳地帯における登山者の位置を求めるシステムとし

て平成 22 年度には，GPS 計測機能を搭載した登山者電波位置探索システム（MRLS)を開発し，その

有効性を実証した。本研究では，更に，GPS 計測ができない谷間などの遭難者の位置を特定する方向

探知技術を MRLS に用いることができるように，方向探知用の高感度アンテナと信号処理部を開発し

た。呉羽丘陵における方向探知実験により，その有効性を確認した。これらの機能を備えた無線機器

を実用化することが可能であることを明らかにした。 

２．研究目的 

谷への転落などにより身体が不自由になった場合では，登山者は MRLS を操作できず，位置デー

タを送信することができない場合が想定される。また，深い谷間では GPS 衛星を捕捉することがで

きず，GPS による位置情報を求めることができない場合もありうる。これらの場合にも，登山者の位

置を求めることができる機能をつける必要がある。  

MRLS の性能・機能向上を目指す平成 23 年度の本研究では，GPS 計測ができない谷間などの遭難

者の位置を特定する方向探知技術を MRLS に備えることを目的として，特に，150 MHz 帯専用の方

向探知用アンテナと信号処理部に関する研究を行った。 

３．研究結果 

MRLS の受信機（探索器）の方向探知機能の改良を行い，試作の方向探知アンテナを用いて，呉羽

丘陵における方向探知に関する公開実験を実施した。その結果，300m 以上離れた丘陵斜面の樹林内

にいる疑似遭難者を方向探知法によって 15 分以内で探し出すことに容易に成功した。参考のため

GPS データと実際の位置を比較したところ，数 10m の誤差が生じることも明らかになった。このこ

とから，山岳中では，GPS 位置データが必ずしも正確ではなく，方向探知法が非常に重要であること

が確認された。 

以上のように，両年度の研究により，GPS 計測機能，双方向通信機能，方向探知機能を備えた無線

機器は，多くの登山者の遭難事故を防止する上で有効な装置であることを実証できた。 

 ４．今後の課題 

今後は，方向探知アンテナを更に小型化し，山中での運搬を容易とすることやヘリコプターの機内

にも設置できるようにすること，MRLS 本体を小型化し，登山環境にも耐える強靭な形にするなど，

実用化（商品化）の検討が必要である。１日も早く実用化し，登山家の使用に供したい。 

 


